
9款　5項　6目

【会計】一般会計

9款：教育費　5項：社会教育費　6目：美術館費

242

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

25,957千円 4,044千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

7 賃金

展示物監視員賃金 6,117千円

8 報償費

報償金及び謝礼金 170千円

講師謝礼 180千円

9 旅費

普通旅費 25千円

特別旅費 282千円

11 需用費

消耗品費 54千円

食糧費 23千円

印刷製本費 6,887千円

12 役務費

通信費 75千円

広告料 778千円

手数料 198千円

展示物監視員賃金（17人分）

関連イベント協力謝礼・図録執筆謝礼

ワークショップ、講演会等講師料（2人分）

職員の出張に要する交通費

職員の出張に要する交通費（目的が特定されるもの）

展示関連資材等

渉外手土産（9件）、来賓等食事代（5人分）

図録、ポスター、チラシ等の印刷代（3回分）

事業の目的
市民の美術に関する知識及び教養の向上を図り、芸術文化の振興に寄与します。

事業の効果

・幅広いジャンルの展覧会を開催することで、来館者の増加を図ります。
・様々な芸術文化に触れることで、個性ある創造的な人づくり・まちづくりに貢献します。

節 説明

事業の概要

女子美術大学をめぐる女流作家展（2019年に没後100年を迎える佐藤志津が設立に参画した女子美術大学
のコレクションを中心に同校卒業の作家の作品を紹介）、矢部又吉と近代建築展（美術館エントランスホール
の耐震補強工事竣工を記念し同ホールの設計者・矢部又吉と佐倉の近代建築を紹介）、秋山庄太郎展（房総
ゆかりの写真家・秋山庄太郎の作品とそのコレクションを紹介）を開催し、市民が芸術文化に触れる機会を提
供します。

平成30年度　当初予算要求事業内容説明書

第4章　明日へつながるまちづくり

施策1　芸術・文化とのふれあいの場を提供します

事業 美術館企画展事業

担当所属 美術館

予算要求額
（財源内訳）

30,001千円

基本施策6　芸術・文化の振興

事務連絡・プレスリリース送付費（270件×3回）

中吊り、駅貼りなどの広告費（3回分）

企画展図録販売に係る販売手数料（3件）



保険料 248千円

運搬料 2,286千円

13 委託料

展示関係業務委託料 12,678千円

30,001千円

【活動指標・成果指標】　

指標名 平成30年度計画値

年間企画展実施回数 3回

企画展出展作品の搬送・展示期間等に係る保険

作品搬送費、チラシ・資料等の送付費（245件×3回）

1日平均企画展入場者数 87人

年間来館者数 84,000人

開催業務委託費、写真撮影・看板作製等の業務委託費（3回分）

計

年間企画展入場者数 10,500人


